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　約束したことは必ず実行するということから19日午前９時30分には『勁く核基地』エン、
ター・プライズは、その巨大な鉄硯を佐世保市民の前に現わした。　　　　　　　　　　　Ｉ
　だが、このエンター・プライズ寄港阻止闘争は、寄港前の17日の現地佐世保における三、
涙金ヅ=連中核涙を中尼ヽとする800名の浮ご生と機動隊との衝突ということから、その幕がtｼﾞト

って落された。勿論、15日はｲ左↑則呆へ向おうとした200名の印=生と機動隊とが飯田橋附丿丘で衝突し「凶器準備集合罪」という、戦前の予防検束をさえ思わせる国家権力の弾圧とい・
う序章さえあったのだ。

　さて、･17日の佐世保現地における第１回目の闘争は、エンター・プライズ寄港という事の重大性を佐世保市民に、さらには全国民に認識させた。つまり、現地の警備にあたった
機動隊の本質としての「暴力装置」たることが、全国民の眼前に暴露された。

　この事によって、18日以降の闘争は、市民感情を無視した国家権力をカサにする警面に
ぬこ言回質戸゛ぜに9ｲJ台東）２図を見抜いた。佐世保市民の支援が

　そして、その後には佐世保市民が機動隊に詰め寄り、機動隊の警隨のゆきすぎについて
非難する声があちこちで聞かれるようになった。このようなエンター・プライズ寄港反対
の声が非常に盛り上ってきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　このような佐世保市民の感情の推移を察っした木村官房長官は、22日の記者会見で「これからは、国民感情も考慮しなければならない」というかなり慎重な発言をした。しか
し、現在の佐藤内閣の政策推進者たる自民党福田幹事長は、同日の記者会見で「反対運動

があったからといって、政策を後退させてはいけない」という、きわめて強硬な発言をしている。つまり福田幹事長は、70年安保のために、安保条約上の必要性、防衛問題の重要

性を、いわゆる〃核付き安呆･･への方向性を昨年から明確にしてきたことを堅持してゆく
ことを表明しているもので渠:る。
　それ故に、今回のエンター・プライズ寄港のもつ意味は、たんに佐世保現地の問題では

なく、全国民の問題であり、東京段階での闘争は、佐世保における現地闘争と密接な加速
をもつのである。
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．
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「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
佐
世
保
寄
港
」
の
一
九
日
を
中
心
に
、
塾
内
に
お
い
て
も
寄
港
阻
止
の
集
会
や
抗
議

行
動
が
展
開
さ
れ
、
七
〇
年
安
保
に
む
け
て
の
「
日
米
安
保
」
強
化
、
「
自
主
防
衛
」
の
礎
石
を
め
ざ
す
政
府

・
自
民
党
の
核
ア
レ
ル
ヂ
‥
‐
解
消
論
な
ど
戦
後
史
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
を
予
感
さ
せ
る
一
九
六

八
年
早
々
か
・
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
緊
張
し
た
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
Ｈ
吉
で
は
十
七
目
、
二
十
日
の
社
共
共

闘
に
む
け
て
の
大
坂
膜
な
抗
議
集
会
が
聞
か
れ
た
。

で
フ
ス
サ
ー
ク
タ
が
反
対
表
明

　
た
か
ま
り
つ
つ
あ
る
「
エ
ン
プ
ラ
新

酒
阻
止
」
行
動
に
向
け
て
、
日
吉
中
庭

で
十
七
日
（
水
）
昼
休
み
と
午
後
二
時

半
か
ら
男
ぷ
持
た
れ
約
言
口
入
が
参

加
し
た
。
集
会
は
、
口
占
理
財
、
政
洽

渋
律
丿
石
牢
前
い
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
集

公
が
も
た
れ
、
こ
の
目
、
午
後
五
時
か

ら
開
か
れ
る
、
つ
東
京
反
堅
ロ
年
む
決

起
渠
会
」
に
向
け
て
い
行
動
提
起
が
行

わ
れ
た
。
理
財
、
同
文
心
大
言
委
ｎ
長

の
発
言
に
つ
づ
き
、
土
ハ
目
以
降
、
更

に
増
え
た
ク
ラ
ス
決
議
、
サ
ー
ク
ル
決

議
の
中
か
ら
、
只
Ｉ
、
Ｆ
経
二
Ｓ
、

理
論
結
吟
学
研
究
会
か
ら
代
表
が
で
て

決
以
去
問
を
行
っ
た
。
父
性
に
も
教
育

科
学
研
究
会
、
北
原
白
円
研
究
決
議
ぺ

ど
が
死
去
さ
れ
、
艮
役
に
、
屎
回
万
組

か
り
水
戸
多
万
一
雄
氏
（
言
語
崇
高
助

教
授
）
が
挨
拶
に
完
ち
、
集
っ
憩
玉

に
デ
モ
を
呼
び
か
け
た
。

　
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
ジ
所
化
闘

争
の
全
学
的
託
り
上
り
を
示
す
よ
う
に

一
月
十
六
口
（
月
）
よ
址
岩
上
ク
ラ

ス
及
び
サ
ー
ク
ル
決
議
・
弔
問
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
、
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
号
寄
港
に
対
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
と
日
本
○
核
武
装
化
と
の
関

係
で
寄
港
に
反
対
の
内
容
を
示
し
て
い

る
。
一
月
十
六
日
（
月
）
よ
り
一
月
二

十
二
目
（
月
）
一
寺
に
出
さ
れ
た
、
ク

ラ
ス
・
サ
ー
ク
ル
決
議
・
声
明
は
次
の

通
り
・
で
あ
乙
。
゛

　
（
日
吉
）

　
決
議
－
盛
２
ｓ
・
経
２
ｏ
・
政
２

　
　
　
　
　
Ｂ
・
商
２
Ｃ
・
学
研
連
日

　
　
　
　
　
吉
総
会
・
歴
研
●
理
研
●

　
　
　
　
　
申
研
・
教
研
・
現
代
・
経
済

　
　
　
　
　
研
・
経
２
Ｄ
・
経
２
Ｆ
有

　
　
　
　
　
志
・
経
２
Ｌ
有
志
・
び
丁

Ｌ
・
商
‐
―
Ｒ
・
商
人
し
有

志
・
渋
２
Ｃ
・
ズ
ー
ド
有

　
　
　
　
　
志
・
文
Ｉ
Ｄ
有
ぶ
・
政
力

　
　
　
　
　
１
忙
合
同
既
開
示
編
集
Ｎ

　
　
　
　
　
・
社
研
・
哲
研
・
法
哲
研

　
　
　
　
　
・
腸
ド
冊
・
岫
用
づ
ご
計
・

　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
ｆ
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Ｉ
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‐
学
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辻
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尚
尚
社

→

会
ヅ
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淵
原
典
ク
ラ
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法
学
部
政
治
0
:
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ナ
ー
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一
月
十
九
目
刺
の
原
石
力
空
は
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
日
本
寄
港
に
抗
議
す

る
日
吉
の
男
］
’
一
が
、
同
日
昼
休
み
に
中

庭
噴
水
面
で
閲
か
れ
た
。
こ
０
果
公
に

は
二
百
ダ
‥
を
越
す
塾
生
が
遠
巻
き
に
集

っ
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
こ
の
問
題
に

冊
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。

一
　

集
会
は
日
吉
理
財
学
会
い
村
川
君
の

司
会
で
厄
め
ら
れ
、
全
部
で
六
人
い
塾

生
が
立
っ
て
意
見
を
述
べ
た
。
こ
の
申

に
は
去
る
十
二
目
に
飯
田
橋
で
不
法
に

も
検
挙
さ
れ
た
塾
生
Ｘ
回
れ
て
お
り

吾
々
の
身
近
に
も
バ
竹
川
カ
が
近
づ

き
つ
つ
あ
藁
小
を
感
じ
公
差
。
こ
の

先
守
述
べ
ら
れ
芯
‥
頁
は
次
の
と
う

り
。
「
最
近
の
建
円
心
急
目
の
制
定
や

文
相
の
顛
・
‥
に
み
ら
れ
る
国
頃
‥
一
識
○

う
え
つ
け
等
は
過
去
○
戦
争
０
貴
重
な

経
黎
社
交
国
民
の
反
感
‥
践
の
・
ご
し

く
ず
し
化
で
あ
る
」
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
寄
港
は
七
〇
年
の
安
保
再
改
定
に

対
す
る
政
府
の
攻
勢
の
第
一
歩
で
あ

る
」
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
は
政

府
の
見
解
に
か
か
わ
ら
ず
明
ら
か
に
核

兵
冊
ぃ
日
本
持
ち
込
み
で
あ
る
」
「
こ

の
問
題
は
機
動
隊
と
の
衝
突
だ
け
で
解

決
さ
れ
な
い
」
「
自
分
と
の
か
か
わ
り

S
i
:

ｌ

判
断
を
し
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
」
等
で
あ
る
。

エ
ン
．
プ

ラ
入
港

生
協
い
対
学
校
当
局

　
　
　
交
渉
ひ
ら
く

ぬ

当
局
、
取
材
を
拒
否

　
一
月
十
二
目
午
後
五
時
か
ら
七
時
半

ま
で
八
田
池
川
円
第
呂
議
案
に
お

い
て
、
生
協
の
対
学
校
当
順
父
渉
が
も

た
れ
た
。
こ
れ
は
「
基
揃
利
Ｍ
生
」

詣
設
に
対
す
る
生
協
の
要
素
が
中
心
議

憑
で
あ
っ
た
。
学
悩
回
か
ら
は
久
野

理
事
を
始
め
と
し
七
名
が
出
窓
し
、
生

協
側
か
ら
は
田
中
生
協
裡
ポ
長
と
学
生

十
二
名
を
含
む
十
同
名
が
出
腐
し
て
こ

の
目
の
会
見
は
行
わ
れ
た
。

　
直
食
の
生
協
移

　
管
は
白
抵
当
局

　
こ
の
・
催
四
に
お
い
て
生
協
は
次
い
囚

八
に
つ
き
当
局
の
解
答
を
死
水
し
た
。

①
日
石
に
生
協
大
食
堂
を
一
つ
新
設
ず

る
件
、
②
・
日
吉
ｏ
然
備
計
画
永
見
す

る
際
、
生
協
Ｏ
店
舗
を
ど
う
さ
れ
る
○

か
、
方
針
を
間
示
し
て
い
た
だ
く
件
、

③
三
円
0
:
付
を
生
協
に
移
管
し
て
い
た

だ
く
件
、
④
小
金
井
工
学
部
の
・
移
転
に

あ
た
っ
て
生
協
を
ど
ぅ
す
る
の
か
、
方

針
を
開
示
し
て
い
た
だ
く
件
。
こ
れ
ら

四
八
に
つ
い
て
の
学
校
当
い
の
回
答
は

①
こ
の
件
に
つ
い
て
は
ふ
雍
自
治
会
と

決
め
て
ゆ
く
が
、
業
者
鳥
老
生
偏
食

宗
を
併
設
す
る
と
い
う
八
で
回
‥
ず
る

③
新
店
舗
の
費
用
は
江
本
的
に
は
学
校

負
担
で
や
る
。
ま
た
生
協
の
売
場
面
積

を
Ｆ
タ
ル
で
現
在
の
三
碧
ぐ
ら
い
に

す
る
、
③
こ
の
問
題
は
全
然
考
え
て
い

な
い
、
④
工
学
部
移
転
場
所
に
、
食
堂

め
て
生
協
が
や
蜃
吊
穿
も
つ
な
ら
、

反
対
す
る
硝
心
は
な
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

　
　
関
係
者
以
外
シ
ャ
ッ

　
　
タ
・
ア
ウ
ト

　
な
お
、
こ
の
会
見
は
生
協
が
大
泉
団

交
の
よ
う
ひ
形
式
の
会
見
を
予
定
し
て

い
た
が
、
学
校
当
局
は
生
協
代
表
を
十

五
名
以
内
と
人
数
制
限
し
、
関
係
者
以

外
を
シ
ャ
ッ
タ
・
ア
ウ
ト
し
、
放
送
研

究
会
、
三
出
訴
同
学
公
、
哭
硲
聚
大

学
新
開
会
は
、
当
日
坂
材
を
拒
否
さ
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
生
協
八
鴛
正

邦
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
生
協
　
「
大
衆
的
に
宣
仏
し
、
か
つ

縦
材
を
要
請
し
て
い
た
に
ち
か
か
わ
ら

ず
あ
の
よ
う
な
形
式
で
し
か
会
見
で
き

べ
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
生
協
の

狸
菅
谷
柳
成
員
か
ら
考
え
て
、
学
校

当
局
判
の
感
度
は
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ

る
。
し
か
し
、
生
協
が
学
校
当
Ｍ
判
と

会
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ
ぺ
と
い
う

点
だ
け
で
も
地
歩
で
あ
り
、
認
め
て
ほ

し
い
」

　
学
生
郎
　
「
久
野
狸
ポ
が
取
材
を
拒

否
し
た
の
は
、
生
協
い
理
念
う
ん
ぬ
ん

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現
実
に
営
業

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
法
人
」
と
し
て

の
生
母
支
渉
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

堕
否
自
治
会
を
通
し
て
会
見
す
る
の

と
別
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
放
縦
材
を

中火全学戈トに突入
一学費47％値上げー

　
昨
年
来
問
題
と

、
な
っ
て
曳
瓦
、
中

央
大
学
（
升
本
総

長
）
の
四
面
値
上

げ
が
一
刀
八
日
、

理
事
会
側
か
ら
公

表
さ
れ
た
。
内
容

は
、
四
十
三
年
度

新
入
生
よ
り
、
授

業
料
が
文
科
系
一

部
一
九
万
五
千
円

二
部
―
四
万
五
千

円
、
理
科
系
一
部

－
十
二
万
五
千
円

二
部
一
七
万
円
、

平
均
四
七
％
と
い

と
い
う
大
幅
の
値
上
げ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
学
生
剥
諾
否
厄
上

げ
は
「
全
大
学
六
の
九
七
％
を
占
め
、

元
宿
六
余
な
ど
も
合
む
大
学
収
入
の

七
〇
％
を
負
担
し
て
い
荒
玉
」
を
外

し
た
朋
犬
飼
の
諮
問
を
批
判
し
、
学

校
当
局
に
対
し
て
、
十
三
日
に
理
ポ
団

交
の
が
求
を
し
た
が
、
「
反
対
○
た
め

の
反
対
に
は
答
え
る
必
ガ
が
な
い
」
と

い
う
対
応
を
理
事
会
は
示
し
た
。
こ
の

た
め
、
Ｕ
問
部
自
治
会
（
田
村
委
員

長
）
は
、
同
日
中
央
大
学
講
堂
で
三
千

人
の
学
生
を
集
め
て
抗
議
集
会
を
行
な

い
、
午
後
三
時
十
分
に
ス
ト
権
を
発
勤

し
、
全
学
ス
ト
に
突
入
し
た
。
一
方
、

夜
間
部
で
は
、
十
四
・
十
五
日
に
同
盟

登
校
を
行
な
い
、
十
六
日
か
ら
ス
ト
に

突
入
し
た
。

　
ま
た
、
十
七
目
か
ら
始
ま
っ
た
教
職

過
程
試
験
に
際
し
て
も
、
自
治
会
側
は

受
験
者
に
説
得
を
行
な
い
、
十
七
日
は

一
応
ぶ
験
延
期
に
な
っ
た
。
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対
す
芯
」

と
い
う
Ｅ
つ

る
。

育
英
会
、
奨
学
金
打
切
ヽ
ｎ
乙
を
通

　
二
度
に
わ
た
る
引
田
闘
争
に
か
崩
し

検
挙
あ
る
い
は
起
訴
さ
れ
た
学
生
に
対

し
て
、
特
殊
法
人
日
本
育
英
会
（
森
戸

辰
カ
公
長
）
は
、
各
岑
宍
に
向
け
て
、

奨
宇
祠
号
の
廃
止
・
停
止
を
、
一
月

十
目
一
半
に
辻
川
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
二
回
に
わ
た
る
佐

藤
訪
ベ
ト
・
訪
米
阻
止
の
デ
モ
に
参
加

し
た
学
生
が
「
国
家
有
為
・
の
人
材
を
育

成
」
す
る
と
い
う
育
英
会
の
目
的
に
沿

わ
ず
に
「
反
社
会
的
な
行
動
を
お
こ

し
」
て
い
る
の
で
「
国
民
の
税
金
に
双

づ
く
育
英
制
度
の
恩
典
を
受
け
る
資
格

が
な
い
」
と
の
育
英
事
務
局
の
見
解
に

―
・
羽
田
闘
争
参
加
学
生

学
金
打
刻
の
処
分
は
、
各
大
学
が
成
績

不
良
、
素
行
不
長
石
の
理
由
に
よ
り
、

当
局
に
停
止
を
申
し
入
れ
た
梁
に
の

み
行
な
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
各
大
字

で
は
、
こ
の
育
英
公
の
処
置
に
対
し
て

か
べ
り
批
判
的
に
な
っ
て
い
る
。

【
解
説
】
今
度
の
育
英
会
の
処
置
は
、

文
部
京
�
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
、
育
英
会
で
は

述
べ
て
い
る
が
、
最
近
の
政
府
に
よ
る

学
生
謳
窺
割
・
の
一
連
の
動
き
を
み
た

場
合
に
は
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
そ
の

動
き
の
石
を
な
ｙ
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
対
ぞ
」
な
っ
た
六
十
八
の
中
に

え
て
み
れ
ば
、

劈
詞
人
材
」

究
度

研
制

別
間

特
期

全学ストに突入した申大正
∂μ一¢曳

｀
、
昼
間
邱
自
治

ヽ
９
1
:
接
民
主
々

双
主
収
、
官
僚

宕
立
場
、
�
目

靫
だ
現
実
生
義

民
場
、
呻
［
反

｀
身
を
も
っ
て
阻

恵
れ
た
一
般
的

夥
す
る
式
場
、

逗
示
し
て
い

」
１
１

t
こ
の
こ
と
を
考

の
言
う
［
国
家

ど
の
蜻
大
間
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に

文､于

　つ

Ｗｆ~
　１

原
助
教

適
用
者
は
登

一
月
十
二
日
ｉ
一
時
か
ヽ
ぢ
わ

れ
た
新
聞
會
の
定
例
理
事
会
見
に
於

て
、
久
野
理
事
陽
一
．
‐
．
１
特
別
研
究
期
間
制

度
」
「
学
費
問
蕩
」
な
ど
に
つ
い
て
次

の
匯
に
訟
つ
配
応

‘

ろ

うさ

る

～-1

の

句I
買
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